
皆さんの声を町政に　町政懇談会 

　皆さんのご意見・ご要望を広くお聴きし、今後
の町政運営に反映させることを目的として、11月
30日に町政懇談会を開催しました。 
　懇談会では、住民の皆さんと行政を結ぶパイ
プ役としてご協力いただいている町内会長の皆
さんから、家庭系ごみ対策をはじめ、交通対策、
防災など31項目にわたるご意見・ご要望が提出さ
れ、町の基本的な考えをお示しするとともに、意
見交換を行いました。 
　皆さんからいただいたご意見・ご要望に対する
答弁は、町ホームページに掲載してありますので
ご覧ください。 

　11月26日、岐南町中央公民館で、第50回羽島
郡二町教育功労者表彰式が行われ、羽島郡の
教育、学問や文化の振興発展に長年貢献され
た次の方が表彰されました。 

当町関係分（敬称略） 
笠松町社会教育委員 三宅 順忍 
笠松中学校校長 野田 新司 
松枝小学校教頭 桝井 奈津子 
笠松小学校教諭 小椋 光雄 
笠松中学校教諭 永屋 昌克 
下羽栗小学校教諭 村川 千賀子 
笠松町青少年育成推進員 葛谷 昌彦 

令和3年度（第50回）教育功労者表彰 

災害協定を活用した防災訓練を実施 

　11月28日、松波総合病院立体駐車場で、泉町
の自主防災会が避難誘導訓練を実施しました。 
　松波総合病院とは昨年6月に、台風や豪雨に
よる洪水、河川氾濫が発生する恐れがある時に
一時的に身を守る場所として、立体駐車場を提
供していただく協定を締結しました。 
　各家庭でも災害への備えや身を守る行動を確
認しましょう。 

　12月6日、町赤十字奉仕団下羽栗分団の皆さ
んが役場を訪問され、古田町長に「公共施設で
お使いください」と手作りぞうきん110枚のほか、
町と社会福祉協議会に寄附金を手渡されました。 
　この活動は下羽栗分団が事業の一環として
毎年実施しているもので、手作りぞうきんは各公
共施設に配布して清掃活動に、町と社会福祉協
議会への寄附金は今後の地域福祉の向上のた
めに活用させていただきます。 

町赤十字奉仕団下羽栗分団が 
ぞうきんの寄贈と寄附 

名 誉 町民  
杉 山  幹 夫さん 松 波  一さん 

　笠松町の発展のため長きにわたりご尽力、ご支援をいただいた杉山 幹夫さんと松波 一

さんが、12月7日に開会された第4回笠松町議会定例会において名誉町民の選定同意を得

て、当町で3人目、4人目となる名誉町民に選ばれました。 

　杉山さんは、笠松町で生まれ育ち、昭和

46年に㈱岐阜日日新聞社、㈱岐阜放送代

表取締役社長に、平成26年には㈱岐阜新

聞社名誉会長に就任され、岐阜県のメディ

アを担う存在として尽力されました。 

 

　特に、新聞、テレビ、ラジオのメディア媒体

を通して、知りたい情報や届けたい情報、

笠松町の魅力を町内外に伝え、町の情報

発信に多大な貢献をされました。 

 

　さらに、平成21年に町に寄贈された杉山

邸（下本町）は、建築当時（明治25年）の

繁栄を今に伝える歴史ある建造物として、

平成18年に国の登録有形文化財に登録さ

れました。現在は住民協働により笠松を語

り継ぐ会が情報発信や人の集まる「まちの駅」

として、また、歴史と文化の町・笠松の魅力

を発信する拠点として運営しており、地域

文化の振興に大きく寄与されました。 

　松波さんは、昭和63年に松波総合病院

病院長、松波総合病院老人保健施設施設

長に、平成13年には松波総合病院名誉院

長に就任され、岐阜県の救急医療、高度先

進医療の推進に多大な貢献をされました。 

 

　さらに、地域医療に貢献している羽島郡

医師会会長を昭和63年から平成2年までと

平成9年から平成19年まで、長きにわたり務

められ、平成12年の介護保険制度開始以来、

町民が安心して暮らせるような町づくりとし

て医療・介護・保健など当町における福祉

の礎となっています。 

 

　また、当町では県内の自治体では最初に

高齢者を対象とした新型コロナウイルスワク

チンの集団接種が開始され、町民のコロナ

への不安を緩和すると共に接種体制の確

保など、地域の保健衛生の振興に大きく貢

献されました。 

杉山 幹夫さん 
 
岐阜市在住 

（本籍：笠松町下本町） 
 
1927年生まれ 

松波 一さん 
 
笠松町泉町在住 
 
 
1930年生まれ 

���� ������

まちの話題 皆さんの身近な話題や出来事を教えてください。 

広報担当者が取材に伺います！ 
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